
 

 

３ 学習指導案作成のポイント 授業づくり編 

第○学年○組 ○○科 学習指導案（例） 

○年○月○日（○） 

指導者 ○○ ○○ 

１ 単元名（題材名） 

 

２ 単元について 

 

 

３ 単元の目標 

４ 単元構想 

 

５ 単元の評価規準 

６ 指導と評価の計画 

 

 

単元について 

時 ねらい、中心となる学習活動 具体的な評価規準・評価方法・評価場面 

     

○○への関心・意欲・態度    

 ～している。 

  

  

  

  

  

評価項目は１時間 

１～２つに絞ります 

単元名は、付けたい力が分かり、子どもの興味・

関心を高めるものにしましょう。子どもと共に

単元名を作成することもあります。 

（児童生徒観） 

単元の内容に照らして、

児童生徒の実態を具体

的に述べる。 

（単元観） 

単元の特徴、付けたい力

等について具体的に述べ

る。 

（指導観） 

児童生徒観、単元観、研究の

視点等を踏まえ、具体的な

指導について述べる。 

単元の指導内容・事項につい

て、前学年で学んだことや課

題、次学年への発展などを書

きます。 

単元を通して付けたい力

を考えます。 

指導項目を絞りましょう。

支援を要する児童生徒へ

の具体的な手立てについ

ても書きます。 

１単元で評価の観点すべてにかかわる目標を立てる必要はあ

りません。単元の特徴を踏まえ、重点化を図ります。 

単元の目標の文末を変えるだけでなく、付けた

い力を、より具体的なめざす子どもの姿として

表記します。 

単元の目標の達成に

向けて、１時間ごとの

学習を効果的に積み

重ねます。 

表や記号を使うなどして

簡潔にまとめ、指導と評

価の計画が視覚的に把握

できるよう工夫します。 

 学習指導案の形式は、それぞれの学校の実態に応じて工夫しましょう。学校教育目標や

研究テーマ等を指導案に意識して示すと、めざす子どもの姿がより明確になります。一人

一人の子どもの顔を思い浮かべながら、めざす子どもの姿を実現するための具体的な手

立てを考えましょう。 

単元構想を書くことで、言語活動の目的を明確にしながら授

業づくりをします。（前出ページ参照） 



 

 

 指導と評価の計画をもとに、めざす子どもの姿を具体的に思い描きながら評価規準を設

定します。どの場面で、どのような姿をめざすのか明確にすることで、指導に生かす評価

が可能となります。 

 資料として、座席表や補助簿（一人一人または抽出した児童生徒の学習状況を記録）等

も添付すると、ねらいが達成できたかどうか、研究協議をするうえで役に立ちます。 

 

 

 

 

本時について 

７ 本時のねらい 

 

８ 準備 

 

９ 本時の学習過程 

  学習活動 主な発問 

予想される児童生徒の反応 

指導上の留意点 

評価（方法）と手立て 
  
  
  
  

 

導     

入 

      

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

      

 

 

ま 

と 

め 

      

学校の教育目標（研究テーマ）等を踏

まえた留意点も入れます。 

ねらいは「知識・理解」なのに、評価規準

が「関心・意欲・態度」というずれがない

よう、整合性を確認しましょう。 

評価の観点を意識しながら

設定します。 

 ねらいは 
はっきり 

発問や児童生徒の反応を予想

することで、児童生徒の思考

の流れを生かした授業を組み

立てることができます。 

本時について、

児童生徒を主語

に「～する。」と

書きます。 

○本時の学習への興味・関心・意欲が高まるような資料提示、  

 発問等を工夫します。 

○めあての工夫をします。 

○授業は、ねらいを達成するための中心となる活動か 

 ら考えて組み立てます。めざす姿に向けて、１～２つ 

 に活動を絞ります。 

○ペアやグループ活動等を行う場合は、ねらいとの関 

 連を確認し、目的を明確にします。 

○指導と評価の計画から本 

 時の評価規準を記入しま 

 す。評価場面や評価方法 

 についても、どこでどん 

 な姿を見取るのか、はっ 

 きりと書きます。 

◆「努力を要する」状況Cに 

 ある児童生徒の把握とそ   

 の手立てを考え、指導に生 

 かす評価として具体的な  

 手立てを明示します。 

○めあてに対する振り返りをし、児童生徒にどんな力が付いたのか、次へ  

 の課題は何かを明確にし、達成感につながるようにします。 

○児童生徒の新たな疑問や課題を全体に投げかけることで、次時への学習 

 意欲につなげます。 

 評価は 
具体的に 

 

 次の学びへの
意欲 

指導上の留意点と評価方

法とＣの子への手立て 

めざす子どもの姿とし

ての本時のねらいを達

成するために、必要な

支援や配慮する点を具

体的に示しましょう。 

わくわく感ある
めあて 



 

 

学校独自の指導案の工夫 

 単元や授業において付けたい力を明確にし、そのための項目を設定することも大切な工夫で

す。このような工夫により、指導の意図を明確にすることができます 

 

工夫例① 「付けたい力」と「言語活動」         ＜小学校 第３学年 国語＞ 

工夫例② 「学習の全体像」と「付けたい力」       ＜小学校 第３学年 理科＞ 

◆「単元を貫く言語活動」 

 の設定理由を明確にする。 

 ポイント 

 

 

◆「付けたい力」をよ 

 り具体的に示すこと 

 で、めざす子どもの 

 姿をイメージする。 

 ポイント 

 

 

◆「ノートづくり」に 

 ついても、その位置 

 付けを明確にする。 

 ポイント 



 

 

工夫例③ 図式化によるイメージの共有          ＜小学校 第６学年 理科＞ 

 

 

◆「付けたい力」に 

 向かっていくイメ 

 ージを図式化し、 

 中心となる学習活 

 動を示す。 

 ポイント 


